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主な比較 

日本 アメリカ デンマーク 

人口 126,536,000人 310,384,000人 5,550,000人 

60歳以上高齢者割合 30％（1） 18％（38） 23％（9） 

平均寿命 
男：79歳（4） 
女：86歳（1） 

男：76歳（30） 
女：81歳（32） 

男：77歳（25） 
女：81歳（32） 

一人当たり国民所得 
2,771,200円

（15） 
3,788,800円

（5） 
3,218,400円

（7） 

一人当たり医療費 $2,662（16） $5,711（1） $3,534（7） 

医療費対GDP比 9.5%（16） 17.6%（1） 11.1%（7） 



医療制度の特徴 

日本 アメリカ デンマーク 

国民皆保険 

公的医療保障は、 

高齢者、障害者、 

低所得者のみ 

全国民が対象 

（無料） 

社会保険方式 
メディケアは社会保険

方式、保険料と税 
保健サービス方式 

保険料と税 
メディケイドは税によ
り低所得者をカバー 

税 



医療政策の比較 

日本 アメリカ デンマーク 

基本理念 平等 自由 共生 

1次的目標 アクセス 最高の医学 自立支援 

具体的政策 
国民皆保険制

度の実現 
医学・生命科学
研究への助成 

社会全体で 
助け合う 



日本の医療保険制度 





特徴 

•すべての国民が公的な医療保険に加入している「国民皆

保険体制」 

•希望する医療がすぐに受けられ、その費用は保険組合な

どから医師に支払われる「現物給付方式」 

•いつでも、だれでも、どこでも保険証を使って自由に診

てもらえて治療が受けられる「フリーアクセス」  

 

 



問題点 

•医師の偏在（医師不足） 

•地域格差 

•老人医療 

•高額医療 

•病院の役割 

•保険者間格差 

 

 











アメリカの医療保険制度 



約70％ 

約15％ 



問題点 

•高額医療 

•無保険者 

•費用対効果 

•不健康 





マネジドケアの問題点 

•医療機関選択、アクセスの制限、専門医受診の制約 

•過小診療(人頭払い制の制限） 

•さくらんぼ摘み（チェリーピッキング） 

•さるぐつわ条項（ギャグ・ルール）  

•診療抑制に熱心であった医師へのボーナス制度 

•請求事務に追われる医師 

 



デンマークの医療制度 



社会保障制度 

•保険（積立）制度ではなく、租税による一般財政 

•医療も保険ではなく「保障制度」 

•医療は「地域：レギオン」（以前は「県：アムト」） 

•福祉は「市：コムーネ」 

– 25県・1388市 ⇒ 14県・277市 （1970年） 

– 14県・275市 ⇒ 5地域・98市 （2007年） 



基本原則 

•人生の継続性の尊重 

•高齢者の自己決定の尊重 

•残存能力の活用 

 

•福祉は「生活支援法」（1974年） 

•医療は「医療保障法」（1973年） 

•65歳以上の全ての人々に「国民年金」（1956年） 



社会保障政策の歴史 

•ドイツ方式（ビスマルク方式）とは異なる北欧

型の社会保障が発展 

•保険方式ではなく、社会全体が負担する租税に

よる財政方式 



社会保障政策の展開（1） 

•1891年 

– 「高齢者支援金給付法」「救貧法」 

•1930年代～1960年代 

– 市民権としての公的福祉 

•1956年 

– 「国民年金法」 

•1960年 

– 「ノーマライゼーション」 

 



社会保障政策の展開（2） 

•1960年代 

– 高度経済成長、都市化、家族構成の変化 

•1970年 

– 自治体改革（25県・1388市 ⇒ 14県・277市） 

•1973年 

– 「医療保障法」  

•1974年～1976年 

– 「生活支援法」 

 



社会保障政策の展開（3） 

•1979年～1982年 

– 高齢者福祉医療政策の変革 

– 高齢者問題委員会 （委員長アナセン教授） 

– 高齢者福祉の三原則 （継続性・自己決定・能力） 

•1987年 

– 「高齢者住宅法」 

– プライエムの新築を禁止 

•2007年 

– 自治体改革 （14県・275市 ⇒ 5地域・98市） 

 



医療 

•国（スタト、ステートゥン） 

– 法律やガイドラインを策定 

•地方（レギオン）: 5 

– 病院を運営 

– 家庭医制度を管轄 

•市町村（コムーネ）: 98 

– 訪問介護 

– 歯科医療 

– 学校保健 



高齢者福祉 

•プライエム（日本の特別養護老人ホーム） 

– 1988年以降新規建設を廃止 

– 現在完全に廃止されつつある 

•プライエボーリ（介護型住宅） 

– 高齢者は介護の対象ではなく、生活の主体 

•ヘムプライ？（在宅） 


